
 

   

Ｑ2. 父が亡くなって、長男が生命保険金5,000万円を受け取りました。共同相続人の長女は、父の遺産のすべてを相続し、その額は1,000万円でした。 

兄弟仲良く均分に遺産を分けたいと考え、長男が生命保険金から2,000万円を長女に代償金として支払うことにしました。 

 この場合の課税関係はどのようになりますか。 

 

【答え】 

 

① 遺産分割によって、長男は代償金を支払うことになるので、長男の相続税の課税価格は、（5,000万円－1,000万円（※））－2,000万円＝1,000万円となり、長女は

1,000万円＋2,000万円＝3,000万円が課税価格となり、基礎控除額以下の課税価格となるので、相続税などは課税されない。 

（※）生命保険金の非課税金額＝500万円×2人（法定相続人の数） 

 

② 長男が支払う代償金2,000万円は、長男の固有の財産から支払うことになるため、長女に対して贈与税が課される。なお、相続税は基礎控除額以下の課税価格になるた

め、相続税は課されない。 

 

 

【解答】 

長男が取得した相続財産（相続税法上のみなし取得財産を含まない）の価額を上回る代償金を交付することは、長男の固有の財産を移転することになるので、長女に対して贈与税

が課税される。②が正しい。 

 

【解説】 

代償分割は、遺産分割を行う上で分割が困難な財産や分割を望まない財産がある場合に、そのことにより遺産を共同相続人が合意できる価額の割合に分割できないときの価額調整

のための分割方法ですから、多すぎる価額の財産を取得した相続人が他の相続人に自己の財産を交付して、各相続人のネットとしての取得財産価額を合意の財産価額に合わせるため

の方法です。 

 そうすると、代償債務者が取得した相続財産（相続税法上のみなし取得財産を含まない）の価額を上回る代償金を交付することは、その代償債務者の固有財産を移転するもので、

実質的に相続を機に自己の財産を他に無償移転することにほかならないといえることから、贈与税の課税関係が生じることになります。 
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